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議 会議 会 です。です。みやき町みやき町

こんにちは

みやき町 です。

　各庁舎、こすもす館ロビーに設置のテレビで議会中継
を視聴できます。
　また、スマートフォンやタブレット端末でもインター
ネット議会中継を視聴できます。

みやき町議会中継 検索
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令和３年  第１回臨時会　会期２月10日

令和３年  第１回定例会（３月） 会期３月１日～３月17日

議案及び採決結果
件名と主な内容（件名は一部省略しています）

専決処分
の承認

ふるさと寄附金基金特別会計補正予算（第５号）　　　　　　【賛成13、反対1】
　　　　　　　　　〃　　　　　　　 （第６号）　　　　　　【全員賛成】

【内容】ふるさと寄附金の増に伴い、返礼品等の関連経費を補正

補正予算

一般会計補正予算（第８号）
【内容】6,301万3千円を追加し、200億2,666万6千円に
　メディカルコミュニティみやきプロジェクト複合施設整備に伴う庁
用器具の購入費、新型コロナウイルスワクチン接種対策に伴う接種事
務に要する経費

賛成13
反対 １

ふるさと寄附金基金特別会計補正予算（第７号）
【内容】2,994万円を追加し、62億5,905万3千円に
　メディカルコミュニティみやきプロジェクト複合施設整備に伴う施
設内の庁用器具購入の財源繰出としての増額

賛成13
反対 １

主な議案及び採決結果
あらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する条例の一部改正　【賛成11・反対２】

【内容】部落差別の解消の推進に関する法律が平成28年12月16日に公布・施行され、現在もな
お部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って差別に関する状況の変化が生じているこ
とを踏まえ、差別の解消に関し、基本理念を定め、並びに国および地方公共団体の責務を明らか
にするとともに、相談体制の充実等について定めたもの

物品売買契約の締結　【賛成７、反対６】 物品売買契約の締結　【全員賛成】

メディカルコミュニティセンター施設備品購入
事業

【内容】６月26日開館予定のメディカルコミュ
ニティセンター内の庁用器具購入
◇契約の相手方：鳥栖市 （株）クキナミ
◇契約金額：2,896万9,303円（含消費税）
◇納入期間：Ｒ３. ５. ６～Ｒ３. ６.10

町立小中学校学習者用端末整備事業
【内容】タブレット端末603台分の購入
◇契約の相手方：佐賀市
　西日本電信電話（株）佐賀支店
◇契約金額：2,871万円（含消費税）
◇契約期間：Ｒ３. ３. ３～Ｒ３. ９.30

臨
時
会
・
３
月
定
例
会
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３
月
定
例
会

議会会議規則の一部を改正する規則　【全員賛成】

【内容】議員活動と家庭生活との両立支援策をはじめ、男女の議員が活動しやすい環境整備の一
環として、出産、育児、介護など議員として活動するに当たっての諸要因に配慮するため、育児、
介護など議会への欠席事由を整備するとともに、出産については母性保護の観点から出産に係る
産前・産後の欠席期間を規定すること等

町道の認定　【全員賛成】 教育委員会委員の任命　【同意】

【路線名】前
まえ

田
だ

原
ばる

吉
よしはら

原線
せん

◇（再任）碇
いかり

　峯
みね

雄
お

　氏
　　　　　（北茂安地区）

【教育委員会制度の仕組み】

○地域の学校教育、社会教育、

　文化、スポーツ等に関する事務を担当する機関

として全ての都道府県および市町村等に設置。

○首長から独立した行政委員会の位置付け。

○教育行政における重要事項や基本方針を決定し、

それに基づいて教育長が具体の事務を執行。

○教育委員は、地方公共団体の長が議会の同意を

得て任命。任期は４年で、再任可。

○教育長は、地方公共団体の長が議会の同意を得

て任命。任期は３年で、再任可。

令和２年度　補正予算【全議案　可決】
会計の名前 補正額 総　額

一 般 会 計 補 正 予 算（ 第 ９ 号 ） △4億5,379万9千円 195億7,286万7千円

国民健康保険特別会計補正予算（第３号） △2億2,694万5千円 37億6,643万3千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ５ 号 ） △1億2万2千円 17億96万8千円

グリーンパーク推進整備事業基金特別会計補正予算（第２号） △9万2千円 6,498万3千円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 1,417万3千円 4億4,570万9千円

ふるさと寄附金基金特別会計補正予算（第８号） △1億9,940万3千円 60億5,965万円

当該路線

県道佐賀川久保鳥栖線

町道香田赤岸線
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歳入
132億1，018万9千円

町税
25億8,734万7千円
19.6%（△2.6％）

町税
25億8,734万7千円
19.6%（△2.6％）

繰入金
18億2，198万円
13.8％（△34.3％）

繰入金
18億2，198万円
13.8％（△34.3％）

自主財源自主財源

依存財源依存財源
40.0％40.0％

60.0％60.0％

地方交付税
39億7，000万円
30.1％（＋6.5％）

地方交付税
39億7，000万円
30.1％（＋6.5％）

国・県支出金
26億4，562万8千円
20.0％（＋12.9％）

国・県支出金
26億4，562万8千円
20.0％（＋12.9％）

地方債
5億8，303万9千円
4.4％（△79.5％）

地方債
5億8，303万9千円
4.4％（△79.5％）

交付金等
7億2，279万円
5.5％（＋2.5％）

交付金等
7億2，279万円
5.5％（＋2.5％）

繰越金
1億円
0.7％（0.0％）

繰越金
1億円
0.7％（0.0％）

その他（寄附金等）
7億7，940万5千円
5.9％（＋5.5％）

その他（寄附金等）
7億7，940万5千円
5.9％（＋5.5％）

◆基金（預金）の状況（普通会計）

注）表示単位未満を四捨五入しているため
　　各項目の合計額が一致しないことがあります。

カッコ内は対前年比（ポイント増減）

令和３年度末
見込残高

令和２年度末
見込残高

令和３年度
当初予算積立額

令和３年度
当初予算取崩額

財政調整基金
減債基金 34億2,257万7千円 ＝ 39億6,805万8千円 ＋ 5,340万円 － 5億9,888万1千円

特定目的基金 85億127万6千円 ＝ 86億6,524万2千円 ＋ 31億4,122万円 － 33億518万6千円

一般会計予算　 132億1,018万9千円
〈前年度と比較して  26億7,519万円の減額〉

令
和
３
年
度　

当
初
予
算

令和３年度予算が成立しました！

重　点
目　標

●健幸長寿のまちづくり推進　　●子育て支援のまちづくり推進
●定住総合対策の推進

◆ 一般会計　歳入の特徴
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議会費1億2,630万円
1.0%（△1.3％）

歳出
132億1,018万9千円

総務費
14億6,199万3千円
11.1％（△61.7％）

総務費
14億6,199万3千円
11.1％（△61.7％）

民生費
47億241万6千円
35.5%（△0.8％）

民生費
47億241万6千円
35.5%（△0.8％）

衛生費
11億7,518万1千円
8.9%（＋18.1％）

衛生費
11億7,518万1千円
8.9%（＋18.1％）

土木費
18億899万2千円
13.7%（△4.2％）

土木費
18億899万2千円
13.7%（△4.2％）

消防費
4億5，392万7千円
3.4%（△2.8％）

消防費
4億5，392万7千円
3.4%（△2.8％）

教育費
10億4，574万7千円
7.9%（△26.2％）

教育費
10億4，574万7千円
7.9%（△26.2％）

公債費
16億9,893万6千円
12.9%（＋1.3％）

公債費
16億9,893万6千円
12.9%（＋1.3％）

その他
3億4，076万6千円
2.6%（＋5.2％）

その他
3億4，076万6千円
2.6%（＋5.2％）

農林水産業費
3億9，593万1千円
3.0%（△7.5％）

農林水産業費
3億9，593万1千円
3.0%（△7.5％）

令
和
３
年
度　

当
初
予
算

◆ 一般会計　歳出の特徴

注）表示単位未満を四捨五入しているため
　　各項目の合計額が一致しないことがあります。

カッコ内は対前年比（ポイント増減）

◆令和３年度一般会計予算（歳出）の注目する項目
四季彩の丘みやき交流拠点整備事業 2,009万円
メディカルコミュニティセンター運営事業 4,906万1千円
出生祝金支給事業 1,404万円
産前産後サポートステーション事業 1,724万4千円
子どものための教育・保育事業 8億7,469万6千円
放課後児童健全育成事業 5,566万円
子どもの医療費助成事業 9,599万5千円
予防接種事業 1億721万7千円
がん・結核検診事業 3,044万6千円
健康教室等支援事業 1,972万7千円
介護予防事業 1,451万6千円
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 9,795万8千円
天建寺団地建替事業 1億9,534万円

町民１人当りの予算額
（全会計総額予算額÷年度末人口）

約98万円 △約３万円

◆町債（借金）の状況（一般会計）�
　令和３年度末借入金見込残高
� 164億8,042万5千円

　令和３年度返済額
� 16億9,823万6千円

　【返済額の内訳】
　・元金� 16億2,472万7千円
　・利息� 7,350万9千円

◆令和３年度　全会計予算
会計の名前 令和３年度 前年度増減額 採決結果全 会 計 総 額 予 算 額 250億8,986万2千円 △6億7,487万6千円

一般会計 132億1,018万9千円 △26億7,519万円 賛成 10、反対４
国民健康保険特別会計 36億9,482万6千円 △1億9,132万6千円 全員賛成
後期高齢者医療特別会計 4億5,096万1千円 2,149万8千円 全員賛成
下水道事業特別会計 14億704万8千円 △3億7,762万3千円 全員賛成
工業用地取得造成事業特別会計 8,239万円 78万1千円 全員賛成
グリーンパーク推進整備事業基金特別会計 7,849万6千円 1,342万1千円 全員賛成
住宅用地取得造成事業特別会計 432万円 △2,836万5千円 賛成 13、反対１
ふるさと寄附金基金特別会計 61億6,163万2千円 25億6,192万8千円 賛成 12、反対２
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（１）一般会計予算（分割付託分）〈賛成多数（賛成３・反対１）〉

総務文教常任委員会 当初予算審査の結果及び所見（抜粋） 委
員
会
審
査
報
告

（２）グリーンパーク推進整備事業基金特別会計予算〈全員賛成〉

②普通交付税は、合併支援措置が終了し、本年度より一本算定へ移行した。今後一層の自立した

財政運営を求められる時期を迎えており、計画的な行財政運営と財政の効率化により財政の健

全化に努めるべきだ。

⑥町内小中学校においては、学習者用端末整備事業の推進により、令和３年９月末には、全児童

生徒一人一人がそれぞれ端末を持つこととなる。早急にタブレットＰＣ の活用指導力向上のた

めの研修充実を図り、教職員の指導力、スキルアップを図るべきだ。

⑦小中学校給食費は、子育て世代が抱える経済的負担を軽減し、安心して子育てできる環境の整

備を図り、定住促進に寄与することを目的に無償化されている。給食材料費の公費負担とする

公会計への移行について、会計方法等を整理し検討すべきだ。

⑧まちづくりいきいき女性クラブ地区推進員謝金は、215万２千円となっている。各地区におけ

る温かい人間関係を取り戻すため、女性パワーを結集したこの事業の全地区実施を望む。また、

事業を担う推進員相互の連携策の構築が望まれる。

① グリーンパーク推進整備事業基金特別会計の事業費の財源は、グリーンパーク推進整備事業基

金の繰入金である。今後の事業推進に当たっての財源の確保、事業の縮小・削減の検討も踏ま

えながら適正化を図るべきだ。

①町税全体では、収入減が見込まれる。租税負担の公平性の面からも安易に不納欠損処理をせず、

法的措置も視野に入れた徴収強化を行い、徴収に当たっては目標額を掲げ努力すべきだ。

③企業版ふるさと納税は、年間７億３千万円の獲得を目安額として定めている。目標事業の推進

のためにも企業版ふるさと納税の獲得に向け、特段の努力を図るべきだ。

④市村清記念メディカルコミュニティセン

ターは、６月に開館予定である。全ての町

民が、自分の生活習慣に対する意識を高め、

健康の維持・増進に取り組んでもらえる「健

幸長寿」の拠点施設を目指すことを望む。

⑤持丸古民家整備事業は、初期目的の地域コ

ミュニティ、農業体験、六次産業化等の拠

点施設としての具体的な計画作成、事業推

進を図るためにも早急に持丸古民家の設置

条例、施行規則の制定を図るべきだ。
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委
員
会
審
査
報
告

（１）一般会計予算（分割付託分）〈全員賛成〉

（２）下水道事業特別会計予算〈全員賛成〉

（３）工業用地取得造成事業特別会計予算〈全員賛成〉

（４）住宅用地取得造成事業特別会計予算〈全員賛成〉

①住宅使用料について、悪質な高額滞納者については、法的措置による対応を進めているとい

うことであるが、今後このような高額滞納者を生じさせないよう、連帯保証人への督促強化、

強制的な早期の立ち退き等を執行するなど滞納額が高額とならないうちの対策に努めるべきだ。

①公共下水道事業については、遅延なく計画どおり進捗するよう、確実な事業推進を図るべきだ。

②まちづくり道路改良工事における新村上地線整備につい

て、多くの住民が利用するしらさぎ苑への交通利便性

向上のためにも、新村上地線の井柳川対岸側の道路整

備を急ぐべきだ。

③コミュニティバスは、利用者数が減少しているとのことであるが、コロナ禍における地域の足

として三密を避け運行することが困難な状況にあるため、今後は住民の買い物弱者対策とし

て「とくし丸」など移動販売車事業に早急に取り組むべきだ。

④地域おこし協力隊の活動について、５名がその任期を終了し、今後も町内で起業等、活動を続

けていくとのことであるが、当該協力隊員と一緒に活動していく町民を募り、その活動をサ

ポートしていくことにより、町の活性化につなげていくべきだ。

⑤露地野菜モデル栽培支援事業補助金について、町内誘致企業の必要とする品種を町内より、よ

り多く確保するためにも新規就農者が取り組みやすい環境整備や圃場の確保、営農指導等に

積極的に取り組むことを望む。

⑥現在駐車場として利用している土地開発基金繰出金にかかる中原駅西側土地開発基金所有地に

ついて、定住施策における住宅等開発適地であるので、隣接する踏切や道路の拡幅等と併せ、

有効利用を検討すべきだ。

産業建設常任委員会 当初予算審査の結果及び所見（抜粋）
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委
員
会
審
査
報
告

（１）一般会計予算（分割付託分）〈賛成多数（賛成３、反対１）〉

（２）国民健康保険特別会計予算〈全員賛成〉

（３）後期高齢者医療特別会計予算〈全員賛成〉

①待機児童対策事業では待機児童解消のため保育所

等の施設整備や保育士等の確保等取り組まれてい

る。また、本年４月にかなさ秋桜保育園が開園す

るが、未だに待機児童は発生している。待機児童、

潜在待機児童ゼロを目指したさらなる取り組みを

望む。

③子どもの医療費助成事業および予防接種事業の財源は、一部ふるさと寄附金基金特別会計繰入

分から財源充当されているが、ふるさと寄附金基金特別会計からの財源充当がなくても一般

財源でしっかりと対応できる財政運営の体制を十分に講じるべきだ。

②ひとり親家庭等医療費助成金は、ひとり親家庭の一時的な経済的負担、申請負担軽減および利

便性向上のため、償還払いから現物給付方式への早期変更を検討すべきだ。

④新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業について、町民への周知および速やかな実施を

望む。

⑥本年４月１日付けで開設予定のメディカルコミュニティ推進室へ連携企業からの出向職員（管

理栄養士、理学療法士）の業務体制・業務内容等、必要性を明確にすべきだ。

①今後、被保険者数の増に伴い医療費増加が見込まれるため医療費の適正化に努めてほしい。

⑤令和３年度の新規事業として、だ液によるがんリスク検査を医療機関へ委託し、現物給付によ

り費用の助成を行う。がんの早期発見、早期治療、重症化予防に有効な手段と考えられるた

め推進を図るべきだ。

①令和３年度から特定健診は、コロナ禍における三密回避の対策と待ち時間の解消を図るため完

全予約制で行われる。特定健診は生活習慣病の予防、重症化予防対策、また、病気の早期発見、

早期治療による医療費抑制のために不可欠である。受診率のさらなる向上に努めてほしい。

民生福祉常任委員会 当初予算審査の結果及び所見（抜粋）

４月開園のかなさ秋桜保育園
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委
員
会
審
査
報
告

ふるさと寄附金事業特別委員会 当初予算審査の結果及び所見（抜粋）

（１）ふるさと寄附金基金特別会計予算〈賛成多数（賛成３、反対１）〉

①ふるさと寄附金を活用した事業については、寄附者が希望した用途を尊重し、明確かつ効果的

な活用に努めるべきだ。

③広く町民に寄附受入れの実績、寄附金充当事業の実績、効果等をホームページ・広報紙等によ

り明らかにすべきだ。

④返礼品取扱業者については、町内産業の振興

及び地域活性化に繋げるためにも募集要項

を示し、他市町同様広く公募すべき。また

返礼品の種類、件数、金額ついてもホーム

ページ・広報紙等により明らかにすべきだ。

⑤地区安全安心いきいき特別交付金事業については、交付金額を１地区300万円に見直され、対

象事業も幅を広げ、コミュニティの醸成に寄与する事業とされている。町民に対して適正な

情報提供を行うとともに、明確な基準、要綱を制定し、効果的な事業活用の推進を図るべき。

また、交付金額の配分方法についても、地区の規模の格差を考慮し、従来の均等割に加え、

人口割、面積割等の算定方法の追加も検討すべきだ。

⑥ふるさと寄附金基金繰入金のうち、1億5,754万6千円は、前年度までに積立てたふるさと寄

附金基金を取崩し繰入を行い、11億5,558万8千円を一般会計へ繰出を行っている。本年度ふ

るさと寄附金は、30億円予算計上されているが、新型コロナウイルス感染症の影響も考慮し

多くは望めない状況も想定される。ふるさと寄附金基金の取崩し、財源充当についても、計

画的な行財政運営と財政の効率化を十分に図られたし。

②ふるさと寄附金に係る新制度では、返礼品は寄附額の３割以下の地場産品とする基準とされて

いる。ふるさと寄附金の獲得には、新しい魅力ある地場産品の返礼品開発が必須と思われるが、

公民連携、関係団体との協力を図り努力すべきだ。
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　一般質問とは、定例会において議員が町の行財政全般について、町と政策討論するものです。
　令和３年第１回定例会の一般質問は９人が行いました。
　各議員のページには、『ＱＲコード』と『ＳＤＧｓの 17 目標のロゴマーク』を掲載しています。
ＱＲコードからは録画映像をご覧いただけますので是非ご利用ください。
 （掲載は登壇順）

番号 議　員 質　　　　問　　　　要　　　　旨 頁

1
８番

古賀　　通

１．新型コロナ予防ワクチン接種の計画について

２．子育てプラザ「ティアラ」支援中止経過
11

2
９番

園田　邦広

１．新型コロナワクチン接種について

２．コロナ感染症対応地方創生臨時交付金について
12

3
７番

牟田　秀文

１．交通安全対策について

２．高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業について
13

4
４番

本村　鶴夫

１．天建寺団地建替事業について

２．町の財政状況について
14

5
１５番

益田　　清

１．メディカルコミュニティセンターのオープンにあたって

２．ふるさと寄附金基金について
15

6
２番

目野さとみ

１．35 人学級制度導入について

２．避難所開設の初動活動について
16

7
５番

中尾　純子

１．ＰＣＲ検査対策

２．少人数学級対策

３．スクールサポーターの配置

17

8
３番

岡　友清

１．三根校区天建寺町営住宅建て替えについて

２．町としてのＳＤＧｓの取り組みについて
18

9
６番

大石　安弘

１．新型コロナウイルスについて

２．町財政について
19

町政を問う町政を問う一般質問一般質問
一
般
質
問

新 議員の紹介

　令和２年３月より１名欠員となっていた町議会議員補欠選挙
が２名の立候補者により４月４日に実施され、大曲隆則氏が当
選されました。
　任期は、現職議員と同様の令和４年２月 28 日までとなって
います。
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一
般
質
問

問　

二
十
一
世
紀
に
入

り
初
の
コ
ロ
ナ
感
染
、

こ
の
一
年
で
生
活
環
境

は
激
変
し
た
。
給
付
金

や
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
夜
間
営
業
規

制
な
ど
で
行
事
も
イ
ベ

ン
ト
も
中
止
と
巣
ご
も

り
の
非
日
常
が
続
き
三

密
が
徹
底
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
、
医
療
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
献
身
的

な
働
き
に
心
か
ら
の
敬

意
と
感
謝
を
奉
げ
ま
す
。

　

よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
り
収
束
へ

一
歩
進
ん
だ
が
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　

２
月
３
日
付
け
で

対
策
室
を
設
置
し
、
基

本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。
４

月
26
日
の
週
か
ら
全
国

的
に
65
歳
以
上
の
高
齢

者
へ
の
接
種
が
開
始
さ

れ
る
予
定
。

　

接
種
場
所
は
、
原
則

町
内
で
、
町
内
の
12
の

医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
を
基
本
と
し
、
必
要

に
応
じ
て
集
団
接
種

（
こ
す
も
す
館
）
を
実

施
で
き
る
よ
う
医
師
会

等
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
る
。

　

例
外
と
し
て
町
外
の

病
院
等
に
通
院
、
入
院

の
方
や
町
外
の
施
設
に

し
て
く
れ
る
安
心
な
場

所
が
町
と
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
託
契
約
を
終
了

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
経
過
は
。

答　

８
年
間
に
わ
た
り

町
の
子
育
て
応
援
団
と

し
て
貢
献
し
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
る
。
今

ま
で
の
こ
と
を
参
考
に

新
た
な
子
育
て
支
援
事

業
を
計
画
し
て
い
る
の

で
一
旦
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

子
育
て
プ
ラ
ザ「
テ
ィ

ア
ラ
」の
支
援
中
止

入
所
の
方
は
町
外
の
医

療
機
関
や
入
所
施
設
等

で
の
接
種
が
可
能
。

　

高
齢
者
の
２
回
の
接

種
終
了
は
６
月
末
か
ら

７
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
か

か
る
の
で
は
と
思
う
が

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
次

第
。

問　

町
挙
げ
て
初
の
一

斉
予
防
接
種
は
個
々
の

疑
問
や
問
題
も
発
生
す

る
と
想
定
さ
れ
る
た
め

丁
寧
に
分
か
り
や
す
く

対
応
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
が
体
制
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
電
話
相

談
窓
口
（
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
）
を
設
置
。
接
種

券
配
付
時
に
予
診
票
、

接
種
で
き
る
医
療
機

関
、
注
意
事
項
、
予
約

の
方
法
な
ど
を
同
封
。

既
往
歴
、
ア
レ
ル
ギ
ー

等
は
、
予
診
票
の
既
往

歴
欄
に
記
入
。
接
種
は

あ
く
ま
で
本
人
の
希

望
、
同
意
に
基
づ
く
た

め
、
受
け
て
い
な
い
方

へ
の
差
別
的
発
言
や
誹

謗
中
傷
等
が
無
い
よ
う

啓
発
活
動
に
も
取
り
組

む
。
送
迎
は
、
免
許
返

納
者
、
移
動
手
段
が
無

い
方
、
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
等
業
務
委
託
を

協
議
し
て
い
く
。　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

一
日
も
早
く
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
検
討
中

問答

古賀　　通 議員

問　

子
育
て
支
援
の
ま

ち
と
し
て
若
い
マ
マ
た

ち
の
相
談
と
交
流
の
場

「
テ
ィ
ア
ラ
」
は
町
内

外
か
ら
好
評
だ
。
子
育

て
中
の
悩
み
と
心
を
癒

子育てプラザ「ティアラ」
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一
般
質
問

接種ワクチン

接種状況

屋外交流スペース

６月オープンのメディカルコミュニティセ
ンター内で販売予定スペース

問　

み
や
き
町
の
接
種

対
象
者
は
何
人
い
る
の

か
。

答　

令
和
３
年
１
月
末

現
在
の
接
種
対
象
者
は

次
の
と
お
り
。

問　

接
種
券
は
い
つ
頃

個
人
に
発
送
す
る
の
か
。

答　

３
月
下
旬
頃
か
ら

65
歳
以
上
の
方
か
ら
順

次
発
送
す
る
。

　
問　

接
種
券
が
届
い
た

ら
予
約
は
ど
こ
で
対
応

す
る
の
か
。

答　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給

状
況
に
よ
っ
て
接
種
計

画
を
策
定
し
、
予
約
を

受
け
付
け
る
。
全
戸
案

内
を
配
布
す
る
。ま
た
、

３
月
11
日
よ
り
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
住

民
の
問
合
わ
せ
に
対
応

し
て
い
る
。

問　

町
内
の
医
療
機
関

に
協
力
を
求
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い

る
が
、
接
種

で
き
る
医
療

機
関
を
早
く

知
ら
せ
る
べ

き
で
は
な
い

の
か
。

た
も
の
で
あ
る
。
に
も

関
わ
ら
ず
今
日
ま
で
事

業
が
執
行
さ
れ
な
い
ま

ま
令
和
３
年
度
に
繰
越

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

こ
の
事
業
は
集
客

を
伴
う
も
の
で
あ
り
、

感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
開
催
は
困
難
と
判

断
し
た
。

問　

こ
の
事
業
は
６
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
メ
デ

ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
当

初
の
計
画
か
ら
一
歩
後

退
し
た
も
の
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

答　

現
在
、
町
内
12
の

医
療
機
関
か
ら
協
力
の

回
答
を
得
て
い
る
。
接

種
券
を
発
送
す
る
際
、

接
種
で
き
る
医
療
機
関

等
を
一
覧
表
に
て
知
ら

せ
る
。

問　

各
自
の
接
種
は
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関

を
希
望
さ
れ
る
と
思
う

が
そ
の
対
応
は
。

答　

で
き
る
だ
け
か
か

り
つ
け
で
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
町
外
の
医

療
機
関
に
か
か
っ
て
い

る
方
も
い
る
と
思
う
の

で
、
そ
ち
ら
で
接
種
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

接
種
時
期
は
い
つ

頃
に
な
る
の
か
。

答　

４
月
12
日
の
週
よ

り
町
内
の
高
齢
者
施
設

を
優
先
に
接
種
を
開
始

す
る
予
定
。

で
苦
し
ん
で
い
る
事
業

者
・
農
家
の
支
援
を
行

う
た
め
、
こ
の
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
て
一
時

も
早
く
実
行
し
て
い
く

た
め
の
事
業
で
あ
る
。

　

昨
年
８
月
５
日
に
臨

時
議
会
を
開
き
事
業
を

行
い
た
い
と
提
案
さ

れ
、
そ
の
意
欲
を
見
せ

ら
れ
議
会
と
し
て
も
時

期
を
得
た
提
案
と
判
断

し
全
員
賛
成
で
可
決
し

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
は
万
全
か

職
員
は
全
員
一
丸
と
な
っ
て
国
難
に
取
り
組
む

問答

園田　邦広 議員

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
つ
い
て

問　

小
売
販
売
事
業
者

お
よ
び
専
業
農
家
支
援

簡
易
販
売
所
の
整
備
運

営
に
つ
い
て
は
、
当
初

の
計
画
で
は
コ
ン
テ
ナ

を
設
置
し
、
コ
ロ
ナ
禍

75歳以上 4,883人

65歳～ 74歳 4,323人

16歳～ 64歳 13,214人

合　計 22,420人
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一
般
質
問

問　

こ
す
も
す
館
南
交

差
点
よ
り
江
口
北
橋
の

間
で
約
２
２
０
ｍ
の
歩

道
の
拡
幅
が
未
だ
整
備

さ
れ
ず
危
険
極
ま
り
な

い
状
態
で
あ
る
。
そ
の

後
の
状
況
は
。

答　

田
の
所
有
者
は
亡

く
な
ら
れ
相
続
の
協
議

が
進
ま
ず
現
在
も
用
地

の
買
収
契
約
に
至
っ
て

い
な
い
。
相
続
人
と
継

続
し
て
連
絡
を
取
り
、

速
や
か
に
用
地
の
買

収
、
拡
幅
整
備
が
行
わ

れ
る
よ
う
県
と
連
携
し

て
い
く
。

問　

千
栗
交
差
点
北
側

か
ら
白
壁
地
区
の
通
瀬

川
バ
ス
停
西
側
接
続
部

分
ま
で
の
１
．
３
㎞
の

歩
道
の
進
捗
状
況
は
。

び
介
護
保
険
の
縦
・
横

断
的
な
連
携
等
の
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
事
業
実
施

の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
お
け

る
療
養
給
付
費
な
ど
の

医
療
費
見
込
額
は
、
約

48
億
８
千
８
百
万
円
に

上
り
、
数
年
後
は
医
療

費
高
騰
の
ピ
ー
ク
期
を

迎
え
る
と
思
わ
れ
る
。

【
事
業
の
目
的
と
内
容
】

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の

延
伸
や
地
域
間
格
差
の

解
消
を
目
的
と
し
て
お

り
、
健
康
寿
命
の
延
伸

は
医
療
費
の
縮
減
に
も

直
結
し
て
い
く
効
果
も

あ
る
の
で
、
早
期
の
実

施
展
開
が
義
務
付
け
ら

れ
た
事
業
で
あ
る
。

【
対
策
】
健
康
教
育
・

健
康
相
談
、保
健
指
導
、

生
活
機
能
向
上
に
向
け

た
支
援
な
ど
を
行
う
。

「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
な
実

施
」事
業
に
つ
い
て
問
う

渉
に
臨
み
た
い
。

問　

町
道
中
津
隈
線
、

こ
す
も
す
館
南
の
信
号

機
よ
り
市
原
ま
で
の
歩

道
は
自
転
車
通
行
可
能

の
標
識
は
あ
る
が
、
県

道
神
埼
北
茂
安
線
の
こ

す
も
す
館
南
か
ら
加
茂

交
差
点
付
近
ま
で
通
行

可
能
の
標
識
が
な
い

が
、
自
転
車
は
歩
道
を

通
行
可
能
か
。

答　

県
道
部
分
に
つ
い

て
法
令
上
は
歩
道
の
通

行
は
可
能
と
考
え
る
が
、

歩
道
部
分
の
自
転
車
お

よ
び
歩
行
者
専
用
標
識

の
設
置
に
つ
い
て
、
朝

夕
の
交
通
量
が
増
加
し

て
お
り
、
町
道
県
道
の

車
道
を
自
転
車
で
通
行

す
る
安
全
性
の
確
保
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
、

意
見
集
約
が
整
え
ば
警

察
へ
の
設
置
要
望
を
行

い
た
い
。

始
す
べ
く
、
準
備
作
業

を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
背
景

と
町
の
医
療
費
、
保
健

事
業
と
介
護
予
防
事
業

を
含
め
た
現
状
に
つ
い

て
、
ま
た
、
こ
の
事
業

の
目
的
・
内
容
、
効
果

と
目
標
達
成
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
方
を
対
象

と
す
る
の
か
を
伺
う
。

答　

高
齢
者
の
保
健
事

業
に
は
、
介
護
が
必
要

と
な
る
前
段
階
に
着
目

し
た
疾
病
予
防
に
介
護

予
防
の
要
素
が
含
ま
れ

て
お
り
、
国
保
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
お
よ

こ
す
も
す
館
南
交
差
点
か
ら
江
口
北
橋
間
の

未
整
備
歩
道
の
状
況
は

相
続
協
議
が
進
ま
ず
買
収
に
至
っ
て
い
な
い 

問答

牟田　秀文 議員

　

問　

人
生
百
年
時
代
を

見
据
え
、
国
は
市
町
村

に
高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
を
一
体
的

に
実
施
す
る
よ
う
求
め

て
お
り
、
本
町
は
令
和

３
年
度
か
ら
事
業
を
開

答　

水
路
に
ふ
た
を
施

し
歩
道
代
わ
り
に
し
て

生
活
の
利
便
性
向
上
と

交
通
安
全
対
策
を
行
っ

た
。
餃
子
の
王
将
西
側

道
路
と
の
合
流
点
の
三

差
路
西
側
の
家
屋
が
空

き
家
と
の
情
報
が
あ
る

の
で
所
有
者
と
会
い
交



− 14 −

一
般
質
問

現在の天建寺団地と建替予定地

問　

近
く
に
三
根
東
小

学
校
が
あ
り
、
付
近
の

道
路
は
児
童
の
通
学
路

と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
元
と
の
話
し

合
い
は
で
き
て
い
る
の

か
。

答　

令
和
３
年
度
当

初
予
算
の
可
決
後
に
地

元
土
井
内
地
区
お
よ
び

天
建
寺
団
地
の
入
居
者

へ
の
説
明
会
を
開
催
予

定
。
説
明
会
や
教
育
委

員
会
の
意
見
を
傾
聴

し
、
工
事
期
間
中
の
安

全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
近
隣
住
民
の
通

行
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
い
、

安
全
か
つ
円
滑
に
事
業

を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

工
事
車
両
の
進

入
口
等
や
道
路
の
状
況

は
。

答　

工
事
車
両
の
通
行

経
路
は
、
国
道
２
６
４

号
の
三
根
東
小
学
校
交

差
点
か
ら
南
下
し
、
建

設
予
定
地
の
北
側
道
路

の
町
道
南
島
安
永
線
か

ら
建
設
用
地
へ
進
入
す

る
ル
ー
ト
が
最
善
と
考

え
て
い
る
。
車
道
幅
員

は
４
．２
ｍ
か
ら
６
ｍ
、

歩
道
幅
員
は
２
．
４
ｍ

多
額
の
ご
寄
附
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
。
大
き

く
伸
び
た
要
因
は
、
返

礼
品
の
充
実
、
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
と
の
連

携
、み
や
き
町
の
Ｐ
Ｒ
、

情
報
発
信
等
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
た
成
果
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
末
の
ふ
る

さ
と
寄
附
金
基
金
の
残

高
見
込
み
は
56
億
７
９

３
５
万
３
千
円
、
令
和

３
年
度
末
の
残
高
見
込

み
は
55
億
２
１
８
０
万

７
千
円
。

　

限
り
あ
る
財
源
で
あ

る
の
で
有
効
か
つ
大
切

に
活
用
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図

っ
て
い
く
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
ふ
る
さ

と
寄
附
金
の
積
極
的

な
推
進
を
図
り
、
財
源

の
確
保
に
向
け
て
よ
り

一
層
努
力
し
て
い
き
た

い
。

町
の
財
政
状
況
は　

あ
り
、
十
分
な
幅
員
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。
工

事
期
間
中
、
工
事
車
両

天
建
寺
団
地
に
限
ら
ず

町
営
住
宅
の
空
室
が
あ

り
、
当
事
者
が
希
望
さ

れ
れ
ば
一
時
的
な
避
難

場
所
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
な
支
援
は
可
能

だ
と
考
え
て
い
る
。

天
建
寺
団
地
建
替
事
業
の
進
捗
状
況
は

説
明
会
を
開
催
し
安
全
か
つ
円
滑
に
事
業
を
進
め
る

問答

は
最
徐
行
を
徹
底
さ

せ
、安
全
を
確
保
す
る
。

問　

昨
年
の
台
風
10
号

の
よ
う
な
大
型
台
風
が

来
た
時
の
た
め
に
４
、

５
戸
ぐ
ら
い
近
く
の
住

民
の
避
難
場
所
と
し
て

利
用
で
き
な
い
か
。

答　

公
営
住
宅
の
制
度

の
趣
旨
か
ら
、
避
難
場

所
と
し
て
常
時
空
室
を

確
保
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
。
し
か

し
、
災
害
等
で
住
宅
を

失
っ
た
り
、
住
む
こ
と

が
危
険
等
、
現
に
住
宅

に
困
窮
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
場
合
は

本村　鶴夫 議員

問　

今
年
度
の
ふ
る
さ

と
寄
附
金
の
状
況
、
令

和
３
年
度
の
見
込
み
お

よ
び
ふ
る
さ
と
寄
附
金

基
金
の
残
高
の
推
移
は
。

答　

令
和
２
年
７
月
か

ら
再
開
し
、
令
和
３
年

２
月
末
現
在
で
約
22
億

６
４
０
０
万
円
と
い
う
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一
般
質
問

問　

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２

階
の
診
療
所
に
つ
い
て

は
最
初
か
ら
案
も
説
明

も
な
い
。幸
伸
会
の「
み

や
き
統
合
医
療
ク
リ
ニ

ッ
ク
」
と
い
う
が
、
昨

年
11
月
の
天
神
会
法
人

部
長
の
説
明
で
初
め
て

知
っ
た
。
町
長
自
身
全

く
説
明
責
任
を
果
た
し

て
な
く
議
会
へ
説
明
す

べ
き
。

答　

あ
く
ま
で
も
目
的

は
、
町
民
皆
さ
ん
が
仲

良
く
楽
し
く
１
０
０
歳

以
上
ま
で
暮
ら
し
て
い

た
だ
き
、
病
気
に
な
ら

な
い
健
康
づ
く
り
、
予

防
医
療
を
発
信
す
る
施

設
を
目
指
し
た
い
。

は
。

　

本
町
の
場
合
は
他
町

と
極
め
て
違
う
の
が
、

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
指
定

さ
れ
た
寄
附
が
充
て
ら

れ
て
い
く
流
れ
で
あ

る
。
一
病
院
の
利
益
、

企
業
の
利
益
の
た
め
に

自
治
体
が
ま
る
ご
と
奉

仕
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な

る
。
こ
れ
は
地
方
自
治

法
に
則
れ
ば
町
が
す
る

仕
事
で
は
な
い
。「
住

民
福
祉
の
向
上
に
反
す

る
」
地
方
自
治
法
に
真

逆
の
町
政
で
は
な
い

か
。
公
債
費
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
債
約
20
億
円
。

返
済
に
充
て
る
財
源
約

９
千
万
円
（
25
年
間
）

を
毎
年
充
て
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
頼

み
の
町
予
算
編
成
か

ら
の
脱
却
を

関
係
に
充
て
ら
れ
る
項

目
と
基
金
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

ふ
る
さ
と
寄
附

金
の
寄
附
項
目
は
28
項

目
あ
り
、
そ
の
う
ち
統

合
医
療
関
連
は
、
①
市

村
清
先
生
を
顕
彰
す
る

事
業
②
統
合
医
療
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
③

㈱
Ｄ
Ｈ
Ｃ
と
社
会
医
療

法
人
天
神
会
と
の
み
や

き
健
幸
長
寿
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
の

３
項
目
で
あ
り
、
そ
の

３
つ
合
わ
せ
た
令
和
元

年
度
末
の
基
金
残
高
は

約
14
億
７
千
万
円
で
あ

る
。

予
算
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
頼
み

の
予
算
編
成
で
制
度
が

廃
止
縮
小
さ
れ
れ
ば
、

町
政
が
成
り
立
た
な
く

な
る
の
で
は
。

答　

令
和
３
年
度
は
寄

附
金
を
30
億
円
（
経
費

除
く
実
入
り
は
15
億
）

を
見
込
ん
で
い
る
。
一

般
会
計
繰
り
出
し
は
約

11
億
５
千
万
円
で
あ

る
。

問　

寄
附
金
は
過
剰
見

込
み
で
は
な
い
か
。
３

年
度
当
初
は
骨
格
予

算
、
６
月
議
会
で
政
策

予
算
が
膨
ら
む
の
で

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
診
療
所
」

説
明
責
任
果
た
し
て
い
な
い

健
康
で
予
防
医
療
を
発
信
す
る
施
設

問答

益田　　清 議員

問　

61
億
１
千
万
円

の
う
ち
14
億
７
千
万
円

が
メ
デ
ィ
カ
ル
に
充
て

る
基
金
で
、
あ
と
の
残

基
金
（
貯
金
）
は
約
46

億
円
で
大
き
く
目
減
り

す
る
。
毎
年
一
般
会
計

へ
17
億
～
20
億
円
繰
り

出
し
て
い
る
。
子
ど
も

の
医
療
費
無
償
化
・
給

食
費
補
助
予
算
、
予
防

接
種
事
業
、
農
地
の
維

持
管
理
、
保
全
の
多
面

的
機
能
支
払
い
交
付
事

業
、
教
育
費
の
事
務
局

費
、
そ
し
て
公
債
費
の

元
利
分
が
含
ま
れ
て
い

る
。
寄
附
金
の
収
入
を

あ
て
に
し
な
い
と
成
り

立
た
な
い
み
や
き
町
の

問　

平
成
26
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
、
寄
附
総
額

は
令
和
元
年
度
決
算
で

は
２
６
５
億
８
６
０
５

万
１
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
経
費
と
こ
れ
ま
で

使
っ
た
お
金
を
差
し
引

く
と
基
金
（
貯
金
）
は

61
億
１
千
万
円
と
な

る
。
寄
附
者
は
寄
附
指

定
項
目
を
選
定
し
寄
附

を
行
う
が
メ
デ
ィ
カ
ル
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一
般
質
問

問　

少
人
数
学
級
の
決

定
は
、教
員
に
と
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

う
時
間
が
増
え
、
い
じ

め
や
不
登
校
な
ど
に
対

応
す
る
き
め
細
や
か
な

指
導
の
充
実
が
可
能
と

な
る
と
考
え
る
。
本
町

の
小
学
校
は
35
人
学
級

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

国
が
導
入
す
る
35
人
学

級
制
度
と
本
町
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。

答　

令
和
３
年
度
は

県
の
加
配
に
よ
り
小
学

校
３
年
生
が
35
人
学
級

で
の
編
制
と
な
る
。
町

内
小
中
学
校
88
学
級
あ

る
中
で
86
学
級
が
35
人

以
下
の
学
級
編
制
と
な

る
。

問　

35
人
学
級
制
度

と
本
町
の
現
状
を
比
較

し
た
場
合
に
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
る
。
メ
リ
ッ
ト

が
低
減
し
て
は
な
ら
な

い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
の
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答　

本
町
は
教
諭
補

助
、学
校
生
活
支
援
員
、

不
登
校
対
策
支
援
員
、

部
活
動
支
援
員
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
な
ど
多
く
の

予
算
を
い
た
だ
き
、
人

と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

各
地
区
の
公
民
館

に
誰
も
が
開
設
作
業
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
初
期

活
動
ボ
ッ
ク
ス
に
、
必

要
な
手
順
を
分
か
り
や

す
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
ア

ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
の
設

置
が
効
果
的
と
考
え
る

が
。

答　

町
の
避
難
所
用
と

し
て
準
備
し
て
い
る
初

動
ボ
ッ
ク
ス
の
準
備
品

の
例
を
示
し
、
地
区
の

避
難
所
開
設
が
混
乱
な

く
行
え
る
よ
う
検
討
す

る
。

避
難
所
開
設
の

初
動
活
動

員
を
配
置
し
、
児
童
生

徒
の
教
育
に
注
力
し
て

い
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
多
く
の
教
員
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ

り
、
教
員
の
質
の
低
下

が
考
え
ら
れ
る
。
指
導

力
向
上
策
と
し
て
、
相

互
授
業
参
観
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　

答　

避
難
所
の
開
設
準

備
に
つ
い
て
は
、
防
災

担
当
が
主
体
的
に
行
い
、

避
難
所
運
営
に
つ
い
て

は
、
全
職
員
で
対
応
を

進
め
て
い
る
。
住
民
の

皆
さ
ま
を
含
め
た
避
難

所
運
営
を
行
う
ス
タ
ッ

フ
等
に
関
し
て
は
、
災

害
に
よ
っ
て
は
長
期
間

に
わ
た
っ
て
避
難
所
開

設
が
必
要
と
な
る
場
合

国
が
少
人
数
学
級
導
入
を
決
定
！
デ
メ
リ
ッ
ト
対
策
は
？

教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
実
施
！

問答

目野さとみ 議員

問　

各
地
で
自
然
災
害

が
続
き
、
し
か
も
激
甚

化
・
頻
発
化
し
て
い
る
。

み
や
き
町
に
災
害
が
発

生
し
た
場
合
は
各
区
の

公
民
館
が
避
難
所
に
な

り
区
長
・
職
員
が
避
難

所
を
開
設
す
る
。も
し
、

何
等
か
の
事
情
で
区

長
・
職
員
が
避
難
所
開

設
で
き
な
い
場
合
、
誰

か
が
避
難
所
を
開
設
し

な
け
れ
ば
現
場
は
大
混

乱
す
る
。
誰
が
来
て
も

避
難
所
開
設
準
備
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
体
制

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

を
想
定
し
、

住
民
の
皆

さ
ま
の
ご

協
力
を
い

た
だ
く
こ

と
も
考
え

ら
れ
、
今

後
の
課
題
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一
般
質
問

問　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
る
医

療
機
関
は
。

答　

医
療
機
関
名
に
つ

い
て
は
公
表
さ
れ
て
い

な
い
が
、
県
内
２
９
８

カ
所
、
み
や
き
町
内
９

カ
所
の
医
療
機
関
で
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

問　

一
般
的
に
、
個
人

で
検
査
を
受
け
る
場
合

の
検
査
場
所
と
、
こ
の

場
合
は
自
己
負
担
に
な

る
の
で
町
か
ら
の
補
助

は
で
き
な
い
か
。

答　

住
民
が
何
ら
か

の
症
状
を
訴
え
ら
れ
た

場
合
は
か
か
り
つ
け
医

に
、
か
か
り
つ
け
医
が

な
い
場
合
は
、
受
診
・

相
談
セ
ン
タ
ー
と
県
の

指
示
が
あ
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
疑
い
が
あ
る

場
合
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

問　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

一
回
で
終
わ
る
も
の
で

は
な
い
。
定
期
的
に
検

査
を
し
な
け
れ
ば
ウ
イ

ル
ス
は
見
つ
け
ら
れ
な

い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

そ
の
ウ
イ
ル
ス
に
か
か

っ
て
い
な
い
と
き
に
接

要
望　

ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
の
当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
。
各
学

校
１
名
の
７
名
。
人
材

確
保
に
努
め
、
事
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
の
こ

と
、
努
力
す
べ
し
。

少
人
数
学
級
対
策

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ

種
。
今
の
や
り
方
は
後

追
い
検
査
に
な
っ
て
い

る
。

答　

コ
ロ
ナ
に
か
か
っ

て
い
る
の
か
の
検
査
が

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
。
現
在
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け

て
体
制
整
備
中
。

答　

５
年
生
の
１
学
級

の
み
。
特
別
支
援
学
級

児
童
を
含
め
る
と
８
学

級
。

問　

５
年
生
の
１
学

級
に
あ
と
１
人
加
配
す

れ
ば
少
人
数
学
級
と
な

る
。
そ
の
考
え
は
な
い

の
か
。

答　

今
の
５
年
生
が
６

年
生
に
な
っ
た
場
合
、

学
校
行
事
も
増
え
て
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
学
年
で

あ
る
。
加
配
教
員
に
よ

り
１
学
級
増
え
る
予
定

で
あ
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
い
方
に
補
助
を

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
必
要
な
方
の
み
実
施

問答

中尾　純子 議員

問　

35
人
を
超
え
る
学

級
数
は
。
ま
た
、
支
援

学
級
児
童
を
含
め
た
場

合
、
35
人
を
超
え
る
学

級
数
は
。

みやき町新型コロナウイルスワクチン
予防接種医療機関連絡調整会議
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一
般
質
問

問　

三
根
校
区
天
建

寺
町
営
住
宅
の
建
替
工

事
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
続
き
が
必
要

で
あ
る
が
、
今
年
度
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
家
賃
が
ど

う
な
る
の
か
、
高
齢
者

の
入
居
階
数
、
駐
車
場

の
問
題
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

令
和
３
年
度
当
初

予
算
を
可
決
い
た
だ
い

た
ら
地
区
説
明
会
お
よ

び
入
居
者
へ
の
説
明
会

を
予
定
し
て
い
る
。
令

和
３
年
度
工
事
に
着
手

し
て
い
き
、
４
月
か
ら

造
成
１
期
工
事
、
９
月

に
造
成
２
期
工
事
、
11

月
に
住
建
設
工
事
の
入

札
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

令
和
４
年
９
月
に
外
構
、

植
栽
、
附
帯
工
事
お
よ

び
町
道
拡
幅
工
事
を
発

注
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
令
和
５
年
３
月
に

入
居
者
の
方
に
引
っ
越

し
を
し
て
い
た
だ

き
、
４
月
に
供
用

開
始
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

家
賃
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
家
賃

は
さ
ま
ざ
ま
な
係

数
に
よ
り
算
出
さ

れ
て
お
り
、
新
築

努
め
る
。
ま
た
、
学
校

給
食
や
保
育
園
給
食
等

の
食
品
ロ
ス
を
な
く
す

よ
う
残
食
の
多
い
献
立

や
食
材
を
把
握
し
て
い

る
。
好
き
、
嫌
い
な
く

残
さ
ず
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
食
材
、
味

付
け
、
盛
付
け
や
配

食
量
な
ど
工
夫
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
食
品

ロ
ス
を
な
く
す
よ
う
、

推
進
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う

に
な
っ
た
場
合
は
、
現

在
の
係
数
が
高
く
な
る

た
め
家
賃
は
必
然
的
に

上
昇
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
ず
、
今
ま
で
の

家
賃
と
新
築
後
の
家
賃

の
差
額
を
６
等
分
し
、

一
年
目
は
今
ま
で
の
家

賃
に
差
額
の
６
分
の
１

を
加
算
し
、
二
年
目
は

６
分
の
２
を
加
算
し
て

と
い
う
具
合
に
五
年
間

で
段
階
的
に
上
が
り
、

六
年
目
か
ら
本
来
の
家

賃
の
額
に
な
る
。

　

ま
た
、
入
居
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
世
帯
の
低

い
階
へ
の
希
望
お
よ
び

駐
車
台
数
の
希
望
等
に

つ
い
て
は
、
極
力
ご
希

望
に
沿
う
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

る
分
野
の
17
の
ゴ
ー
ル

か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
な
か
な
か
、
理
解

が
難
し
い
が
説
明
を
お

願
い
す
る
。

答　

２
０
１
５
年
９
月

の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お

い
て
採
択
さ
れ
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
持
続

可
能
で
多
様
性
の
あ
る

社
会
の
実
現
の
た
め
２

０
３
０
年
ま
で
に
達
成

を
目
指
す
17
の
世
界
目

標
で
あ
る
。

　

私
ど
も
行
政
の
使
命

は
理
念
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る
と
の
視
点
に
立

ち
、
印
刷
物
、
看
板
な

ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
Ｐ
Ｒ
に

天
建
寺
町
営
住
宅
建
替
着
工
は

４
月
に
造
成
１
期
工
事
を
発
注

問答

岡　　友清 議員

天建寺団地建替予定地

問　

貧
困
や
格
差
、
気

候
変
動
な
ど
課
題
解
決

に
向
け
、
多
岐
に
わ
た
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一
般
質
問

問　

昨
年
に
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
。
そ
の
影
響
に
よ
る

被
害
は
、
想
像
を
超
え

る
ほ
ど
に
拡
大
し
、
世

界
中
の
感
染
者
数
も
一

億
人
を
超
え
、
死
者
数

も
三
百
万
人
に
迫
ろ
う

と
し
て
い
る
。
一
方
、

国
内
に
お
い
て
、
首
都

圏
で
は
再
度
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
方
に
お
い
て

も
不
要
不
急
の
外
出
制

限
に
よ
り
経
済
活
動
に

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
続
け
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
み
や
き
町

に
お
け
る
感
染
予
防
対

策
や
疲
弊
し
た
事
業
者

お
よ
び
困
窮
す
る
町
民

に
対
し
て
の
支
援
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

答　

昨
年
３
月
以
降
、

15
回
の
全
戸
チ
ラ
シ
配

布
等
に
よ
り
感
染
予
防

対
策
の
周
知
を
行
っ
て

き
た
。
ま
た
、
マ
ス
ク

や
消
毒
液
の
提
供
、
全

地
区
に
非
接
触
型
体
温

計
を
貸
与
。
２
月
３
日

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
対
策
室
を
設
置
。

飲
食
店
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

支
援
金
事
業
６
４
７
万

円
。
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

１
億
７
４
１
万
円
。
多

く
の
事
業
者
の
方
は
、

発
行
額
は
１
２
２
億
円

で
、
元
利
償
還
額
の
３

割
相
当
額
に
つ
い
て
は

減
債
基
金
よ
り
繰
り
入

れ
し
計
画
的
に
償
還
に

努
め
て
い
る
。
財
政
健

全
化
判
断
比
率
の
う

ち
、
公
債
費
（
元
利
償

還
金
と
一
時
借
入
金
の

利
子
）
に
よ
る
町
財
政

へ
の
負
担
の
程
度
を
示

す
「
実
質
公
債
費
比

率
」
は
18
％
以
上
に
な

る
と
適
正
化
計
画
を
策

定
し
許
可
が
必
要
と
な

る
が
、
本
町
で
は
、
30

年
度
11
．
８
％
、
令
和

元
年
度
決
算
で
は
10
．

９
％
と
な
り
健
全
な
範

囲
で
推
移
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
基
金

特
別
会
計
繰
入
金
は
、

令
和
３
年
度
11
億
５
６

０
０
万
円
を
計
上
。
今

後
、
歳
出
の
削
減
に
努

力
し
財
政
の
健
全
化
を

図
る
。

国
の
持
続
化
給
付
金
お

よ
び
町
の
経
営
支
援
給

付
金
の
交
付
を
受
け
ら

れ
た
こ
と
で
、
売
上
減

少
事
業
者
給
付
金
の
執

行
は
低
調
だ
っ
た
。

問　

待
望
の
ワ
ク
チ
ン

が
国
内
に
も
入
荷
さ
れ

そ
の
効
果
に
大
い
に
期

待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

計
画
等
に
つ
い
て
お
尋

ね
す
る
。

問　

合
併
特
例
債
や

ふ
る
さ
と
寄
附
金
等
の

収
入
増
に
よ
り
、
予
算

規
模
が
拡
大
す
る
こ
と

と
な
り
、
基
礎
的
財
政

力
が
分
か
り
づ
ら
く
な

っ
た
。
合
併
特
例
債
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
よ

り
、
生
活
の
利
便
性
は

向
上
し
、
ま
た
、
平
成

30
年
度
の
高
額
な
ふ
る

さ
と
寄
附
金
に
よ
り
、

子
育
て
支
援
他
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
る
が
、

財
政
力
の
健
全
性
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

合
併
特
例
債
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
策
と

　
　
　
　
　
　

町
内
事
業
者
等
へ
の
支
援
は

住
民
へ
の
周
知
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
全
な
体
制
で
臨
む

問答

大石　安弘 議員

答　

全
国
の
市
町
村
に

ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ
れ

る
の
は
４
月
下
旬
。
４

月
に
接
種
券
を
配
付

し
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
よ
り
一
回
目
を
接

種
。
３
週
間
経
過
後
に

二
回
目
を
接
種
。
そ
の

後
、
高
齢
者
施
設
の
従

事
者
、
基
礎
疾
患
者
、

64
歳
以
下
の
者
の
順
で

ワ
ク
チ
ン
が
届
き
次
第

実
施
し
て
い
く
。ま
た
、

３
月
11
日
付
け
で
相
談

窓
口
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
住
民
の
相

談
や
疑
問
に
対
応
し
て

い
く
。

　

町
財
政
に
つ
い
て
伺
う

ワクチンを保管する冷凍庫
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後

記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
発
生
し
て
一
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。

　

国
お
よ
び
各
自
治
体
は
懸
命

に
感
染
防
止
策
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
収
束
す
る
気
配
は

な
く
新
た
に
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
発

見
さ
れ
る
等
脅
威
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

感
染
を
防
止
す
る
に
は
今
一
度

一
人
ひ
と
り
が
基
本
に
立
ち
返
り

三
密
を
避
け
、
不
要
不
急
の
外
出

を
自
粛
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
を
徹
底
的
に
行
う
努
力
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま
し

た
。
近
い
将
来
に
は
以
前
の
よ
う

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
皆
さ

ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

（
園
）
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『
見
え
な
い
学
力
』を
身
に
付
け
る

Ｔ
ｅ
ａ
Ｒ
ａ（
テ
ィ
ア
ラ
）

子
育
て
支
援
終
了

　

校
則
は
一
切
な
し
。
あ
る
の
は
〝
た
っ
た
ひ

と
つ
の
約
束
〟
で
あ
る｢

自
分
が
さ
れ
て
い

や
な
こ
と
は
人
に
し
な
い
、い
わ
な
い｣

の
み
。

破
っ
て
も
罰
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
や
り

直
せ
ば
い
い
と
。

　

あ
る
小
学
校
の
『
見
え
な
い
学
力
』
の
取

り
組
み
で
す
。『
見
え
な
い
学
力
』
と
し
て
掲

げ
た
４
つ
の
力
①
人
を
大
切
に
す
る
力
②
自

分
の
考
え
を
持
つ
力
③
自
分
を
表
現
す
る
力

④
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力
。
グ
ン
グ
ン
伸
び
結

果
と
し
て「
見
え
る
学
力
」も
向
上
し
ま
し
た
。

　

危
機
の
時
代
『
見
え
な
い
学
力
』
の
４
つ

の
力
は
義
務
教
育
を
終
え
た
大
人
に
も
求
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

三
根
庁
舎
一
階
広
場
に
子
育
て
支
援
事
業

と
し
て
、
子
ど
も
と
共
に
く
つ
ろ
げ
る
居

場
所
づ
く
り
、
マ
マ
た
ち
の
相
談
事
、
子
ど

も
と
一
緒
の
イ
ベ
ン
ト
・
勉
強
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
３
月
31
日
を
最
後
に
終
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
で
専
門
性
の
高
い
子
育
て
事
業

に
拡
大
し
、
継
続
さ
れ
ま
す
。

～議会を傍聴しませんか～
令和３年 第２回みやき町議会定例会（６月）会期の予定

６月８日（火） ～　17日（木）
一般質問   ６月10日（木）、11日（金）、14日（月）

本会議の開会は午前９時30分です。
※この会期日程等は予定であり、変更となる場合があります。
　最新の日程はみやき町ホームページまたは議会事務局（94-5728）でご確認ください。


